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小杉木月線（区間２）

鹿島田菅線～苅宿小田中線までの区間（計画幅員１２ｍ、延長約７００ｍ）

（見直し方針）

　当該区間は、鹿島田菅線（国道４０９号線）や尻手黒川線へのアクセス
機能などのある道路ですが、小杉木月線とほぼ重複して１０ｍの現道が存
在しており、渋滞は発生しておらず、歩道も整備されており歩行者通行上
の課題も少ないと考えられることから、「廃止候補区間」としました。

小杉木月線（区間１）

鹿島田菅線～苅宿小田中線までの区間（計画幅員１２ｍ、延長約８００ｍ）

（見直し方針）

（見直し方針）

　当該区間は、鹿島田菅線や尻手黒川線へのアクセス機能などのある道
路ですが、小杉木月線とほぼ重複して車道機能を有する幅員約６～８ｍ
の現道を有効活用し、「廃止候補区間」としました。なお、部分的に狭
い箇所があるため、必要に応じて部分的な改良の検討を行います。

元住吉線
全区間（計画幅員１５ｍ、延長１２０ｍ）

　当該路線は、必要性検証を行った結果、都市計画道
路が担うべき機能が認められないことから、「廃止候
補路線」としました。なお、当該路線は、都市計画道
路小杉木月線から元住吉駅方面への公共交通機関へア
クセスする路線として都市計画決定した経緯がありま
すが、都市計画道路と重複する現道によって概ねその
目的が達成されています。

 

図４－４ 見直し候補路線（区間）別見直し方針（３）


